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はじめに

　現在の日本経済は，バブル経済崩壊後から引き続き不況であり，その間の

経済状況は「失われた10年」と言われている。日本的経営システムの3本

柱のひとつであった終身雇用神話は，企業のリストラ策の一環である大規模

な人員整理の実施により大きく揺らぎ，失業率も過去最高水準になってい

る。新規採用も抑制されたため，若者の就職難が続いている。景況の変化に

よる求人数の減少は雇用政策としてはいかんともしがたい面があるが，他方

でITエンジニアの不足について耳にすることもある。これは，企業の人材

へのニーズに対して，労働者のスキルが合致しない，いわゆる「労働市場の

ミスマッチ」が起きていることを示している。

　このような状況を踏まえて，政府は2001年に「e－Japan戦略」を打ちた

てた。この政策は，ITインフラの普及，　ITによる経済の活性化，そのため

の人材育成が大まかな目標である，ITインフラの普及については，ここ数

年で大きな進展を見せ，現在は普及の段階はほぼ終わり，高速化の段階に

至っている。岐阜県においても，re－lapan戦略」をべ一スに独自の政策を

打ちたて，その象徴とも言えるソフトピアジャパンや，VRテクノプラザ，

IAMASを中心にスイートバレー形成を目指し積極的にIT政策を推し進め

ている。しかし，経済の活性化，人材育成については，いまだ，その成果が

はっきりとしない。

　そこで今回，人材育成に着目し，ソフトピアジャパン周辺を中心とした

IT企業が求める人材ニーズと現在のIT教育プログラムの実態を調査するこ

とにした。そしてその結果から，企業にとって有用であり，就職を控える若

者にとって雇用機会が増大するような政策を提案したい1）。
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IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育プログラムの検証（1＞（森／竹内）

1．IT関連の人材育成についての

　政策・施策の現状と動向

　現在，国や県ではIT教育の開始時期の早期化や徹底を始めとして，高度

なITエンジニアの育成等，様々な政策・施策を行なっている。主なものと

しては次のようなものがある2）。

1．1．e－lapan戦略

　県のIT政策のバックボーンとなるre－lapan戦略」は2001年1月22日

に発表された。その中で挙げられた重点政策分野は以下の4つである。

　　・超高速ネットワークインフラ整備及び競争政策

　　・電子商取引

　　・電子政府の実現

　　・人材育成の強化

　このように「人材育成の強化」は，e－lapan戦略作成当初から盛り込まれ，

目標を「インターネット接続環境の整備による国民の情報リテラシーの向

上，ITを指導する人材の育成，　IT技術者・研究者の育成（2005年までに

米国水準を上回る高度なIT技術者・研究者を確保）及びコンテンツ・クリ

エイターの育成に取り組み，人材という基盤を強固なものとする。」として

いる。

　2001年3月29日に発表されたre－lapan重点計画」では，より具体的な

内容が示された。ここでは，資格制度の統一化を目指すことが謳われてい

る。しかし，この段階ではまだ教育機関のハード普及率向上，リテラシーレ

ベルの講習会開催に止まっており，大学や高等専門学校等の高等教育機関に
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対する具体的施策はない。

　2002年6月18日には，2001年度の実績を踏まえたre－lapan重点計画一

2002」が発表された。教育分野については，教育機関の・・一ド普及率の面

では成果を認めているが，米国と比較するとまだ及ばないとしている。ま

た，教員の指導力の向ヒや大学での高度ITエンジニア育成を課題として挙

げている。そして，当該年度（高校においては2003年度）から実施された「総

合的な学習の時間」における情報教育に大きな期待を寄せている。

　ここまでの成果を見るために，2002年9月25日から10月24日にかけ

て日本経団連が日本経団連情報通信委員会委員等に対してアンケートを実施

した。その結果，人材育成の強化の評価は10点満点中の平均が4．72点で，

その他の重点政策分野の中で最下位であった。また，唯一5点を割り込んだ

分野であった。このような状況に対する具体的意見として以下のことが挙げ

られていた。

　　・学校教育の見直しが必要である。

　　・「全ての公立学校」にこだわらず，先端的な学校をつくるべきである。

　　・教員の指導能力が不足している。

　　・教員のIT教育も遅れているが，まず生徒に自由に活用させるべきで

　　　ある。

　　・教育用コンテンツの拡充が必要である。

　　・外国人を含めた専門的人材の育成・確保が必要である。

　　・情報に対するモラル・倫理観・セキュリティ意識などを向上させる教

　　　育が必要である。

　全体の目標設定の内容や重要と思う施策についての意見にも，学校教育，

人材育成を強化することが挙げられている。（この直後の2002年12月に経済産

業省から「ITスキル標準ver．LO」が発表された3）、）

　この結果を受けて，2003年7月2口大幅に改定された「eJapa11戦略II」

が発表された。それまでのものを基盤整備に重点を置いた第一一期とし，
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　　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育フログラムの検証（D（森／竹内）

e－Japan戦略IIは国民がITを利活用し「元気・安心・感動・便利」な生活

を送ることを円標とする第二期としている。ITを利活用する場として「医

療」「食」「生活」「中小企業金融」「知」「就労・労働」「行政サービス」を設

定している。そして，それらの分野においてIT利活川を先導し，その成果

を他分野に展開することとしている。

　これらのITを利活用する場を国民に提供するために，新しいIT社会基

盤整備を行なうとし，「次世代情報通信基盤の整備」「安全・安心な利用環境

の整備」「次世代の知を生み出す研究開発の推進」「利活用時代のIT人材の

育成と学習の振興」「ITを軸とした新たな国際関係の展開」について具体的

な方策を打ち出している。人材育成については，ITによる学習（e一ラーニン

グ）の場を提供することで，多くの人に学習の機会を提供することや，高等

教育機関での実践的なIT教育を進めていくことが挙げられている。

　2003年8月8H，　e－Japan戦略IIを進めていく上での具体的計両である

「e－Japan重点計画一2003」が発表された。大学等の教育機関においてITに

特化した部門の拡充や，現在働いている人に対する再教育，離職者・失業者

に対するIT教育，　e一ラーニングによる教員のITスキル向一ヒが盛り込まれ

ている。更に，IT教育には不可欠となる英語教育の拡充にも触れている，

L2．　ITスキル標準（ITSS）

　ITスキル標準（以下，　ITSS）は，2002年12月に「ITサービスの提供に必

要な実務能力を明確化・体系化した指標とし，ITサービス・プロフェッショ

ナルを育成する産学の共通枠組み」として，「産学におけるITサービス・プ

ロフェッショナルの教育・訓練等に有用な「辞書」（共通枠組）を提供」する

目的で経済産業省が策定した。ここで定義されている職種は以下の11職種

である。

　（1）マーケティング，（2）セールス，（3）コンサノレタント，（4）ITアー
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キテクト，（5）プロジェクトマネジメント，（6）ITスペシャリスト，（7）ア

プリケーションスペシャリスト，（8）ソフトウェアデベロップメント，

（9）カスタマサービス，（10）オペレーション，（11）エデュケーション。

　以上の職種を更に2～6の専門分野に分け，レベル1～7の段階を設定して

いる。そして，2003年7月に（2）セールス，（3）コンサノレタント，（4）IT

アーキテクト，（5）プロジェクトマネジメント，（6）ITスペシャリスト，

（7）アプリケーションスペシャリストについての研修ロードマップが発表さ

れ，併せて職種説明が修正されたITSSのバージョンL1も発表された。研

修ロードマップでは，その職種に就くため，また，各職種内で上位レベルに

進むための具体的な研修項目が示されている。今後は，異なる職種に転換す

る場合の研修ロードマップも策定される予定である。

　すでにこのITSSをもとにした人材育成を始めた企業もあり，今後も広く

普及していくと思われる。

1．3．若者自立・挑戦プラン

　近年，若者の失業率の増加やフリーター人口の増加が問題となっており，

その対策のために，文部科学，厚生労働，経済産業，経済財政政策担当の各

大臣が協議の末，「若者自立・挑戦プラン」を2003年6月10日に発表した。

この政策は，若年者問題について，教育，人材育成，雇用などの社会システ

ムを総合的に捉え，解決しようとするものである。

　具体的な内容としてまず，教育期間中，しかも早期に，総合的な学習の時

間，インターンシップ等によって勤労観，職業観の醸成を図ることを挙げて

いる。また，失業者やフリーターに対し，就業に関わる基礎的な能力を教育

するためのシステムの構築も挙げている。特に人材ニーズの高いIT，技術

経営，事業再生等の高度専門分野については，企業の人材に対するニーズを

明確化し，重点的に育成するとしている。この政策を実現するには，産業界
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　　　　IT企業か求める人材ニーズとそれに応える教育プログラムの検証（1）（森／竹内）

の協ノJが必要不可欠であるが，このプランの発表に先立って，2003年5月

13日に日本経済団体連合会と口本商工会議所が「若年者を中心とする雇用

促進・人材育成に関する共同提言」を発表し，その中で，積極的に協力して

いくことを明言している。

L4．国の動向（その他）

　厚生労働省の労働経済動向調査2003年11月分の結果によると，企業の人

員過不足判断指数が5年9カ月ぶりにプラス1となり，人手不足を示す「不

足超過」に転じた。業種別では，トップが運輸・通信業で，プラス19であ

り，次のサービス業プラス8を大きく引き離している。

　しかしその一一方で，財政制度等審議会は11月，e－lapan　2002プログラム

により実施されたIT訓練事業を，廃止を含めた抜本的見直しをするよう勧

告する方針を固めた。その根拠として，1週間コースではメールの送信程

度，1カ月コースでも受講者の再就職率が70／o弱と，直接就職に結びつくよ

うな訓練レベルではないことを挙げている。

1．5．岐阜県のIT関連政策・施策

　岐阜県は，ソフトピアジャパンやIAMASの創設や，岐阜情報スーパーハ

イウェイの構築等，ノ・一ド面，サービス・サポート面といった幅広いIT政

策を推し進め，木曾三川を中心とした産業集積地域「スイートバレー」の形

成を目指している。

　2003年8月に岐阜県情報化推進本部が行なった県民IT意識調査の結果に

よると，パソコン（以ド，PC）の家庭普及率は約560／oで，前年度調査時よりも

約20％上昇し，インターネットの接続率は約soo／oで，前年度より約loo／o上

昇している。接続環境に至ってはADSLでの接続が前年度の3倍と急伸し
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ている。携帯電話の保有率も約77％と高い数字を示しており，その約25％

がインターネットを利用している。この数字から，県内の情報インフラは着

実に，しかも急速に整ってきていることが分かる。しかし，これからのIT

社会実現に向けての課題として挙げられた7項目の内，IT教育の充実と答

えられた割合は220／o弱と最も低く，県民のIT教育に対する興味，関心が低

いことカ，．ihカ・った。

　一方，「1．4．国の動向（その他）」でも述べたように，国の予算で実施され

ているIT講習会の有効性が問題視されている中，人材養成事業「IT産業人

材チャレンジセンター」を，2004年2月から始める。この内容は，定職に

就いていない18歳以ヒの県内在住者に対し，6ヵ月間無料でビジネスマ

ナーからIT（ソフトウェア，ネットワーク）までを徹底的に教育し，修了者は

必ずIT企業に入社できるというものである。

　※〈参考資料〉

　　　岐阜県IT戦略会議HP　（http：〃s“∬v．pref．gifu．jp／s11120／itfindex．htm）

　　　r中日新聞』「岐阜総合面」（2004年lf］ユ5H）

2．岐阜県におけるIT分野の人材育成に

　　関する実態調査

　調査はIT関連企業と教育機関に対して行なった、企業に関しては，人材

のニーズを知るために人事担≧1渚に対してヒアリングを，IT関連の職に就

くこととなった動機やきっかけを知るために，35歳以下のいわゆる若千社

員に対してアンケートを行なった。

　教育機関に対しては，小学校から大学までと，更に失業者に対するIT教

育の現状を調査した。

　この結果を突き合わせ，教育機関で行なわれている教育内容が企業の人材
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　　　　IT企菜か求める人f］『ニーズとそれに応える教育フログラムの検証（D（森ノ竹内）

ニーズを満たしているのかを分析する，

2．1．　IT関連企業言周査

　今回のIT関連企業への調査は，以「のように行なった：

　〈調査対象〉

　ソフトピア共同研究室のOB・OGが勤めている関わりが深い企業全部と，

これまであまり関わりがなかったソフトビアジャパン周辺企業を無作為抽出

後，調査依頼を行ない，r承を得た企業のみに対して調査を実施した。

　〈実施期間＞

　　2003∫ド9∫」　1　tl－12　月　11　日

　〈調査方法，調査数〉

　　人‘拝担’1］者：ヒアリング（12人）

　　若手社員：アンケート（50人）

　21．1，人事担当者の方へのヒアリング結果

　ヒアリング結果を質問項目別に整理すると，表1のようになる。併せてヒ

アリングの詳細な結果を掲圭1する。文章中の「学」は学生が，「企」は人事

担当者が話した部分である．人事担当者へのヒアリング項Hは添付資料1を

参照のこと。

　2．1．1．1．A社（主業務内容：ネットワーク関連）

学　ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　指揮官がしっかりしていればなんとかなる、それなりにウインドウズが

　使えれば。やっはり，モチベーションがないと、

学　モチベーションとおっしゃられましたが，求めていらっしゃる人材とは

　どのようなものですか？
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表1iIT企業が求める人材と社内教育の

1

・ OJT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・即戦力重視のため

・社鷲刷：耀㌫低蹴｝不・1、㌫晶，綱問設IE・・

D社 質的に不足 ・・・…一・・ 遷膓㌫心1 重　　視　　週間前後）

　　1不足している
E社
　　　（特にスキル） ・・・…一・・ン

1 大学卒
学：科不問（？）

　　　　　・新入社員教育（1

屯　視　ヵ月）
　　　　‘・0｝T

F社 やや不足 瓢嶽誘 大卒優先

学科不問

　　　　　・新人社員教育（3

参考程度i　H～1週間）

　　　　　・o〕T

　　　不足している
G社　　　（特にスキル） 1・技術力

基本的に

中途採川

　　　　　・新入社日教育（1

参考程度　　～2日〉

　　　　　・集合学習

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　
　

H社i不足している

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　
‘

・ 適材適所 不　　問

　　　　　・自己研修（weトデ

　　　　　ザイン、HTML，
参考程度　　CGI，ネットワー

　　　　　ク，コンサルタン
　　　　　　ト，英語）

　　職種により不足
1社　（コーディネー．・基本的に知識優先

　　　　　　タ級）

大学卒
学科不問

　　　　　・新入社員教育（1

参考程度　　力程度）

　　　　　・総合的な研修制度

　　　不足している
J社w　d－　（特にス　ar　IV） ！：腿餓㌫

‘

参考程度　・OJT

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　
1

・社i充・・て・・・・・…一・・ン1 大学卒
学科不問

重　　視　・集合研修
（後f寸け）　　・（．）∫T

L社　　非常に不足 ・ モチベーション
大学卒
学科不問

　　　　　・集合研修
不　　問
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状況及び教育機関について

教育機関について

要　望　・意　見
lT教育を始める
時期

希望する教育システム

・ 責任感を持たせる教育の実施
・ ITインストラクターの配置

1小・噸・ら
・ ITインストラクターを制度fヒする

・ PCの活用方法の教育実施 ムテスシるな
し
」接の学官

灘㌶1灘㌶麟、1・・人・合・せ・ ・ 産業界の声を取り入れるシステム

・ 実務直結の教育の実施

・・般常識の教育の実施
・ 情報系学科の水準の底ヒげ
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・ 問題解決能力の育成

・’般常識の教育の実施
1臥・合・せ・

・第3セクターによる教育の提供

・ 道徳教育の徹底
・ 教育制度の改定

麺早期・ら
・ 現状ては難しい

：；禦甦鷲・教・・実㌍・1・・ ・ 企業や社会人との接点を設ける

　　　　　　　　　　　　　システム

るせわ合il
　
＼ノ固杉也k

h
実のHr教たせわ合にズ　1二界業産． インターンシップ制度の拡充

・ 情報リテラシーの徹底
・ 問題解決能力の育成
フ．ラフ・思考の育成

禦蹴・早・．：；篇㌶悉議三ム

・ ；・…一・働す・教⇒
卜lllE　fi一施設抽効活肌たシステム

㍗はなく・鋤な⌒細・・
・ インターンシップ制度の拡充

・責任感を持たせる教育の実施
・ 問題解決能力の育成
・ 就職指導の充実（特に高校）

・ インターンシップ制度の拡充
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企：人事と現場との連携ができていないんですよ、各部門との連携はペー

　パー上では取れているのでしょうけど，実際の採用になると，ひとつには

　学校側からの交流，つまり先生のネームバリュー，ゼミ関係で長年のお付

　き合いがあるところはそこから採ってもいいのではないかという依頼が

　あって面接していた。高校でもやっていた，何が今まで欠けていたかとい

　うと，（働く際の）基本ともいえるモチベーション。スキルはそれなりに

　勉強すればできるのだけど，それ（モチベーション）をどうやって教育機関

　が教育して，企業がモチベーションの高い人を採用していくかという仕組

　みが必要，モチベーションをもっと平たく言えぼやる気だと思いますが，

　要は1を知って10を知れというか，与えられた作業を与えられた通りに

　やっていてはダメなのですよね。ここをどう展開するかということを考え

　て答えを出していくという部分が欠けている。特にITについては教科1与

　がない。ITというのは，与えられる技術書は雑誌。あとはその場その場

　でやっていくしかない。

学：雑誌が教科書なのですか？

企：教科書を作った頃にはまた新しい技術が出てくるから，（教科書は）追

　いつかない．そうなるとやる気がないと……。教えられてないじゃ通用し

　ない。エクセル，ワード，パワーポイントは常識。それ以ヒの部分はやり

　ながら勉強していくしかない，

学：学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企：高卒は一部採っています。現場作業，配線などに携わってもらう人で

　す。しかし今は大卒しか人がいないから，そういった業務に就いてもらう

　こともあるが，大卒はそういうことはしないものだと勘違いして，入社し

　てすぐ辞めていく人がいる。高校生の質が良ければ安い高校生を採ってい

　る．

学：IT部門ではいかがでしょうか。
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　　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育フロクラムの検証（1）〔森ノ竹P」）

企　その部門については大卒を採ります．

学　学部，学科については問われますか？

企　今は情報関連の学部を意識して，それまでは電」㌃工学など．採川もなる

　べくITにまつわることを勉強している人です，

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企　それなりに看要視していて，ベンダーの資格，マイクロソフトさんの

　MCP等，取れれば本人の励みになるし，お客様に与える信用も少しは上

　がる，なるべく入社してすぐにCCUぐらいは勉強させます，合格したら

　試験代だけは出しています。あとは基本情報処理技郁1者試験やNTTコ

　ミュニケーションズさんのドットコムマスターです．これらはネットワー

　クやチャットなどPC周辺の基本的な知識を試すのにはいい．中身的に，

　これくらいは基礎的にできないといけない気がしますね，

学　学生のうちに資格を取っておくと，入社試験の際に有利でしょうか？

企　而接者は勉強してたのだな，という印象は受けますね，何もないという

　よりはまし，程度です，

学　社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせドさい。

企　最低限はやっていますし，今後も多分やっていくでしょう，

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　仕事では，与えられたことが明Hまでにやらないといけない時に徹夜し

　てまでやる気合が必要。現状では仕事の儲け幅が少なくなって，人員を投

　入してできないから少ない人聞でやっている。仕事が延びてしまう状況で

　も自分に任せられたことはきちんとやるという人じゃないと，やはりモチ

　ベーションが屯要，分からないことは聞いたり調べたりすればいいので

　す。だから，そういったことが会社では必要だということを教えて欲し

　い」

学　ゆとり教育ということで学習時間が削られていることについてはどうお
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　考えですか？

企：頭の柔らかいうちにきちんとやるべきだ。社会はそれをまったく認めて

　ない。

学：現在は小学生からIT教育が組み込まれています。いつ頃からどういう

　レベルでIT教育を行なっていくべきだと感じておられますか？

企：小さい頃からやればいい。しかし，ちゃんとしたインストラクターを各

　学校に1人か2人配置していくべき。これで雇用が生まれるじゃないです

　か。今でさえ忙しい先生に操作を訓練したからといってすぐに人に教えら

　れるものじゃない。自分で自由に面白く扱えるようになった人が先生とし

　て，インストラクターとして学校に最低1人は配置すべき。

学：義務教育としてのIT教育の目標は，まず使えるようになることとなっ

　ています。そして，ネットワークやプログラムなどは高校になってから選

　択していきますが，義務教育のときから興味のある子や得意な子には選択

　肢的なものとしてやったらどうかと思っていますが，その点についてはど

　うお考えですか？

企：どうなのですかね？面白くなるというのはまず絶対に必要。今のIT教

　育は面白さから入るのではなく，セオリーなところだけしかやらない。少

　しでも横にそれると先生も分からない。だから面白くないとなってしま

　う。まずは面白くやれる環境を作る。専門性のところはそれこそ選択性で

　やりたい子はやる。その場合にやりたい子はやろうとしても，それに対応

　できる先生がいないとダメだから芽を摘んでしまっている。

　　きちんと指導できるインストラクターを大学で養成するのか，養成機関

　でするのか知りませんけれど，国が補助しないといけない．最低，覚えさ

　せる教育は必要だ。

学：産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企：前に言ったように，IT教育をやっていくなら，今いる先生で対応する
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　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育プログラムの検証（1）（森／竹内）

のではなく，インストラクター。だからインストラクターコースを設けれ

ばいいじゃないですか。大学でインストラクターの必要要件はなんなのか

というのを作って，それに向けてどういう教育が必要なのかを考える。

　2．1．1．2．B社（主業務内容：ソフト開発）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　不足しています。シニアSEと呼ばれる，プロジェクトを遂行したりマ

　ネジメントできるクラスが足りません。

学　求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？

企　うちの場合は，コミュニケーション能力，ネゴシエーション能力，リー

　ダーシップなどで将来，花が咲くような方を求めます。もちろん専門知識

　なども必要ですが，そういったことは後から勉強しても身に付くことなの

　で。

学　学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企　大学の新卒の採用に関しては不問と致しております。強いて言えばIT

　業界ですのでPCなどをやられていた方のほうが入りやすいです。高卒者

　に関しては選抜して講習会などに参加した方の中から採用のテーブルに置

　くことも要検討と思っています。

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企　（社員の）自己啓発ということでその取得支援をしております。ベン

　ダー試験としてオラクルだとかは会社で費用を全額負担して（社員に）受

　けさせております。（採用に際しては）持っている方のほうが有利じゃな

　いかなと思います。会社のほうでも（新入社員が）春ごろに初級シスアド

　や基本情報処理などを取っていきます。初級シスアドに受かるぐらいのレ

　ベルになって欲しいということですね。
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学　社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせ下さい．

企　新入社から2ヵ月間技術研修ということでJava言語によるアルゴリズ

　ムの研修，もう少し応用してデータベースのアクセス，オラクルの設計書

　について書き方の入り口ぐらいまで研修した後，各部署に配属します．そ

　して配属先でも先輩達に付いていって，またそこでも研修をしていきま

　す。即戦力になるまでに時間がかかるということで，今年は研修を（卒業

　年次の）夏休みに前倒しして，レベルにあった課題を与えて，（人社する）

　4月には即戦力という形にしたいなあと思います、

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　PCは発想力を養うためのひとつの道具であって，プログラム等がPC

　の全てではないことを教えて欲しい，

学　産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せドさい。例えば，ソフトピアジャパンで開かれている高校生対象のJava

　講習会についてどうお考えですか？

企　その場では結果は出ないかもしれないが，産官学が関わりあいを持つ場

　として次につなぐための場として考えるべきではないでしょうか，

　2．1．1．3．C社（主業務内容：ソフト開発）

学　ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　その時代の需要の流行り廃りがあり（不足かというと）微妙だが，優秀

　な人材は常に足りないということはあります。

学　求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？極端に言います

　と，コミュニケーション能力等の人間性か技術力かになると思いますが．

企　どちらも0か1では困る。ある程度専門的知識の高い人で，コミュニ

　ケーション能力が不足しているのであれば，それを補って余りあるものを

　持っていれば許される，という風な感じ。コミュニケーション能力に関し

　てはある程度の社会性などがあれば良いが，逆に並みの能力がなければ困
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　　　　IT企業が求める人材ニー7とそれに応える教育フロクラムの検証〔D（森／竹内）

　る、エンジニアとして採川するのであれば技術力を優先しますね＝

学　学歴，学部，学科が採川の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企　高卒だろうと大卒だろうと学歴などは・切かまわないです。その人がど

　うか，ということが問題であってその逆はありえない。人が有りきなの

　で，その人が優秀であれば大学を出てなくても問題はない。

学　コミュニケーション能力が低く，技術力が有る人を採用された場合は，

　コミュニケーション能力の足りない部分は会社の中で育てていくというこ

　とでしようか？

企　それは（こちらの）余裕の問題なのですけどね，今はそこまで余裕がな

　いので……。コミュニケーション能力を後から補っていくことはかなり精

　神的にタフな部分が（こちらに）要求されるので。育てやすさということ

　から見ればコミュニケーション能力が高い方が良い、あとは本人のやる気

　があれば専門性の高さなんかは後からついてきますからね。（専門性がい

　くら高くても）コミュニケーションスキルが低いというのは付き合うほう

　がタフじゃないといけないので，採用するときに少しllの足を踏むかな，

　というのはあります。

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企　（資格に関したことは）全然見ないです。それまで培ってきた技術から

　自分はこういう事ができる人間だということを客観的な数字で示す指標に

　なるということはあると思いますけど，そういう知識だけを実践しないう

　ちから持っていると頭でっかちになって柔軟性がなくなるのではないかと

　思う。まず何のための勉強なのかといったことを実感してから勉強するな

　ら良いけど，とりあえず資格さえ持っておけばというのはどうかと思いま

　す。

学：社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせドさい。
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企　3カ月ぐらいで試用期間として適性などを見ます。ずば抜けた素養があ

　るなら別として，ある程度の実績がないと……余裕があればいいんですけ

　どね。

学：教育機関に対する要望をお願い致します。

企　IT教育としてタッチタイピングやコンピュータの操作はあまり教えな

　いで欲しい。それよりも情報のことをもっと教えるべき。専門的きりわけ

　が出来る前の小学校であれば，コミュニケーションを身に付けさせて人と

　の付き合いのことについて教えて欲しい。情報系に興味のある子がいれ

　ば，若いうちからそういったチャンスを与えて欲しい。基礎的な学力さえ

　身に付いていれば好きなことをやっていいのじゃないかと思います。学校

　はもっと産業界の話も聞くべきだと思う。ただ流されて何とかなる時代で

　はなくなったので，自分で選択する力というのは必要だと思う。22歳ま

　で教育機関に身をおいたとして，学校と親からしか情報が入ってこないと

　いうのは非常に偏っていると思うので産業界の端っこにでも触れてみるの

　も可能性を広げるチャンスになると思う。これさえやっておけばという社

　会ではないので……

　2．1．1．4．D社（主業務内容：ソフト開発）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企：感じたことはないです。どこが不足しているかということについては，

　ただ政府がそう宣言しているだけで，数は十分いると思いますけど，現在

　のこの時代において必要とされているスキルを身に付けていないだけで

　あって……まあ，それを不足といえば不足かもしれないですけど，量的な

　問題はないと思います。

学：するとやはり質的な問題ということでしょうか？

企：そうです。

学：求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？
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　　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育フログラムの検証（1）（森／竹内）

企：我々の仕事というのは1人で仕事するわけにはいかないので，常にお客

　さんとのコミュニケーションのもとでソフトを作るので，そういう能力が

　なければどんなに技術が優れていても何の役にも立たない。

学：学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお．考えですか？

企：基本的に「出来れば」ということで明記してありますが，実質的には問

　いません。ただ入社する時点である一定水準のITスキノレがないと困ると

　いうことで，何も知らないという人は難しいですね。当社では従来の情報

　処理学科の高卒者を採っていますが，最近ではその従来の学科と違うとこ

　ろがくっついて（教育内容が）幅広く，浅くなろうしているという話を聞

　いているので，ちょっと困ったなと思っています。

学：ある．・定水準のレベルとはどれくらいのレベルでしょうか？

企：情報リテラシーレベルでは何の役にも立ちません。というのも，入社前

　にソフト，プログラムを作った，何らかの動きをさせた，という経験がな

　い人を基本的に採用はできないということです。プログラムがどのような

　ものであるかということを理解せずに我々の業界に入ってきても通用しな

　いということです。

学：現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企：会社としては資格の取得を奨励しています。そして，色々な報奨金とか

　昇格，昇給に反映させております。費用面などもほとんど負担していま

　す。ただ，その資格を取ったから能力があるかというとイコールではない

　です。具体的な資格としては，当社ではプログラマーから始めますがその

　レベルで最低限必要なのが基本情報処理で，情報処理試験を基準としてお

　ります。システムアドミニストレータ（以Fシスアドと略す）に関しては

　取っていて当たり前の世界。それを前提とする知識があれば問題はありま

　せんが。しかし，先ほども言いましたが，コミュニケーション能力やそれ
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　以外の知識が要求されますから，それが不得意な人は資格を持っていても

　駄目です。

学　社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせ下さい，

企　2週間の机ヒ教育というものをします。その後，配属されまして，その

　部門で必要とされるソフト技術の教育をします．後はその人の能力などに

　合わせて外部教育などに参加していただくということになります。当社と

　しては最初プログラマーという位置付けですが，最終的にはSEという方

　向に進んでいただきたいと思っていますから，ソフト技術だけじゃなくて

　業務知識というのも重要になってきます。ですから，今後はそういう教育

　をしていきたいと思います。今後も続けていきたいのですが，忙しくてや

　れていないという現実がありますね。

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　EI本の学校教育というものは学科中心で，将来の実務に通じた教育とい

　うものがあまりなされていないということで，それが正しいという意見も

　ありますけど，こういう世の中ですから，入ってきた以ヒは早いうちに戦

　力になって欲しいという期待があります、だから，従来とは変わって，技

　術を持っている，そしてそれに伴う幅広い知識，それは，一般常識にとど

　まらず，色々な業界のケーススタディをして得たものですが，これを理解

　していただけると非常にありがたいです。現在は，仕事を通じてOJTに

　よって先輩の仕事の仕方を学んでいき，その中で担当する部分を拡大して

　いって，業界に関する幅広い知識を取得して欲しいと思います。メディア

　などを使って他の業界の動向，内容といったことも常識的なことは知って

　いて欲しいということも考えています。しかしなかなか最近の若い方々は

　新聞も読まない人が多いし，難しいかなという気はしますけどね。

学　現在の教育機関への不満や改善点などはございますか？

企　最近，「情報」という名前のついた学部・学科が増えてきていますが，

　これは昔のプログラムを中心とするような「情報」と呼ばれるものと比べ
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　て，私立公立を問わず，大体が名前だけで，せいぜいエクセルやワードな

　どが使えるだけのところが多い．そのレベルの教育しかしていないのであ

　れば「情報」という名前を付けて欲しくないな，という風な気がします。

　我々は「情報」という名前が付いていると当然それなりの勉強をしてきた

　ところだと解釈するので……。それで実際に面接をしてみると違う。結果

　論ですが，そういうところを曖昧にした紛らわしいネーミングはやめて欲

　しいなと思います、

　　（情報教育を始める時期については，）特に早く始めるべきだとは考えて

　いません，早くやったからITスキルが高くなって，そういったことで理

　解した人達が我々の業界に来ているかというとそうでもないわけですか

　ら，早ければ良いというわけではないです，ITの基本的な知識というも

　のは中学高校になってからでも遅くはないと思います，現在あるIava等

　の、　i一語は体系が複雑になっていますから，中学のときからやってもあまり

　理解はできないのではないかと思いますので，ブログラムを作るというこ

　とはこういうことだという基ygll！Jなことが分かればいいのではないかなと

　思います、もっと易しい言語があってもいいとは思いますが……，

学　産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。例えば，ソフトビアジャパンで開かれている高校生対象のJava

　講習会についてどうお考えですか？

企　（学校教育があま1）やっていない）JavaやViSual　Basic等はどんどん新

　しい環境が必要になってくるので，第三者の機関がそういう場を提供して

　くれないかと淡い期待を持っています。短期間で覚えられるようなもので

　もないので……。我々のニーズも変わっていきますから，教育機関が特定

　の技術に偏ってしまっていると我々のニーズというものには合わないとい

　うことになります、ですから，難しいのですけど最先端の複数の技術を教

　えるといいのではないかと思います。

学　学生のうちにやっておいたほうが良いということをお聞かせドさい。
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企　大学生の間に遊んでおいたということが人間の幅広さにつながっていく

　ということが若干あるようですcもちろん遊びすぎて学科の勉強をしない

　のではだめですけど。後は，一般誌や新聞を読むということです。我々の

　業界は新しい技術がどんどん入ってきますので勉強することや本を読むこ

　とが好きじゃないとやっていけませんから。最近の動向などに気を配る習

　慣をつけて，しっかり理解しておいて下さい。よく遊びよく学べ，です。

　2．1．1．5．E社（主業務内容：ソフト開発）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　（量・質共に）感じています。特にスキル不足ということで……。口々

　見ていて，現況はスキルが伴わないということで，ITエンジニァという

　のは不足していますね。

学　求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？

企　まずコミュニケーション能力のない人は，仲間と一緒にいられないの

　で。……私は，専門知識は後からついてくるものだと思っているので，コ

　ミュニケーション能力の低い人はだめだと思います。

学　学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企　実際は，大卒しか採りません。しかし，私個人としましては高卒者の方

　で，若い知識を持った方というのは大卒の方とあまり変わらないと思って

　います。ただ（高卒者は）純粋に物事を捉えるという点では分かりやすい

　ですが，やはり大卒者のほうが色々と学んだ分，経験を積んでいるのでい

　いとも思います。

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企：一応，資格というのはあったほうが良いと思います。自己PRできる最

　大のものなので，自分を分かってもらうために書けるものとして，資格を
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　持っていたほうがいいと思います。うちは，資格によっては給与面に反映

　させています。

学　社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせドさい。

企　基本的には本社と一’緒に，最初の1ヵ月間は社員教育します。それから

　3ヵ月間は勉強期間のような感じで社員教育するのですけど，IT部門で

　はそれだけをやるというのはなかなか難しくて，　一緒に付いて覚えるとい

　う形になってしまうのですけどね。今後は，社員がこれまで学んできたよ

　うなことや技術を生かせるような場を作っていき，更に勉強してスキル

　アップできるようなところを作っていくようにしていきたいと思います。

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　社会に出ると問題解決の方法にしても全部違うので，いろんな場所で対

　応できる柔軟な会話，行動力，発想力がある方をどんな会社でも望んでい

　らっしゃるのではないかなと思います。大学側は，どう個性を伸ばしてい

　くかを，4年間で指導していけば，学生は日分が生かせるような職場に就

　けるのではないかと思います。また，企業の仕事の手伝いなどは，社会に

　出てすぐに役に立つと思います。

学　現在の教育機関への不満や改善点などはございますか？

企　ただ単に専門知識を学ぶだけではなく，社会に出てどういうことが抜け

　ているかということや一般常識的なことまで教えて欲しいですね。また，

　小さいうちから何かの才能がある子がいれば，それを育てていくようなと

　ころがあれば良いですね。そうすれば将来，天才的な子が出てくる可能性

　が高くなると思います。

学　産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企：教育の場に第三セクターなどが入ってくることは大賛成です。学校内だ

　けじゃなくてそういうところがあればいいんじゃないかなと思います。う

　ちもお手伝いできたら，したいですね。
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　2．1．1．6．F社（主業務内容：ソフト開発）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　世の中全般に言えば不足ということもありますし，個人的にも多少不足

　しているのではないかと思いますね。当社はITの開発部門をソフトピァ

　に持ってますが，そこには4名います。この部門はこれから，という感じ

　です。

学　求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？極端に言います

　と，コミュニケーション能力等の人間性か技術力かになると思いますが。

企　．専門知識を持った人というのは意外と弊害になる場面もあるのですよ．

　採用に際しては博識，つまり，色々な知識を持った人のほうが良いなと思

　います。どちらを優先といわれても難しい話ですけどね。

学　学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企　重視しているかといえば，そうではないですね。当社は・時短大卒を枠

　にしていた時期もありますが最近ではないようです。今は四大卒もしくは

　高卒を採用しています。しかし，現在は高卒に関してもあまり採用はして

　ません。個人によって強み，弱みというのはありますから，学部，学科と

　いうことに関してもまったくこだわりません。

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企　うちは切重視していません。資格に関してはお持ちになっていたほう

　が個人としてはブラスになるかもしれませんが，当社の場合は採用に際し

　て資格を持っているからといって，どうだということはありません，しか

　し，ITの開発部門では多少見ます。

学　社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせドさい．

企　当社では総務レベルの研修を3日から長くて1週間ぐらいですね．会社

　の規則，総務などを2日くらいかけて，後の1口は新人社員に向けて，と
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　いう風な感じで。事前研修というのはそのような感じです、余力がある場

　合は1週間くらいやる場合もありますけれども……、後は配属先で諸々の

　ノウハウを先輩達から実務を通して覚えてもらおうという感じですね。

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　やはり幼児教育，小学校教育というものが重要になってきますが，その

　段階での善悪のけじめとか，そういったところをしっかり教えて欲しい，

　大学での教育内容については，結局，企業と個人との相性というものがあ

　りますから，それはうちでは特に……。だから採用も面接が中心です。強

　いて言えば，社会人の対応ができるとかそんなことです。

学　IT教育を始める時期として，どれくらいの時期が望ましいとお考えで

　すか？

企　早い時期のほうがいいのではないでしょうか、冒頭（ITエンジニア不足）

　のこともありますしね，それならば出来るだけ早い時期でやっていったほ

　うがいいのではと思います，ある程度の予備知識を出来るだけ早くという

　ことで。

学　産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企教育のあり方ということから，そういうものは生まれてくると思うの

　で，教育制度そのものが変われば道も出てくると思いますが，少し難しい

　ですね。

　2．1．1．7．G社（主業務内容：ネットワーク関連）

学　ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　我々の仕事の中心技術を取得して初めてサービスとなるので，例えば

　IPv6などの先端技術というものについて，不足しているのかというと，

　基本的には不足していると思います。色々な原因があると思いますが，一

　つは知識と言われる部分の不足なのだと思います。先端技術というのはど
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　うしても，特にITは東京一極集中と言われていて，技術についての知識

　が（地方に）不足しているのだと思います。しかし，岐阜に関しては，ソ

　フトピアという研究開発をする機関があり，そこと一緒にやっていけるこ

　とは，当社にとっては恵まれていることなのだと思います。

学：求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？極端に言います

　と，コミュニケーション能力等の人間性か技術力かになると思いますが。

企：技術優先です。学歴というのは一切関係なく，それよりもIT業界の技

　術者というのは，企業に自分を売り込むものだと思っている。会社にとっ

　て言えば，技術者が長く在籍するかどうか分からない。キャリァアップ，

　ステップアップをするために会社に入るという考えの人もいるので。もち

　ろん組織なので，コミュニケーションというのは大切ですが，技術者に関

　してはそうは思っていません。ですから，基本的には中途採用で，それな

　りのスキルを持った人というのが大前提。新卒でそれなりのスキルを持っ

　た人でもいいのですが，それなりの技術を身に付けて持ち込んだ人を買

　う，ということが多いです。

学1現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企：資格については自己啓発と考えています。知識というのは使わないとお

　金にならないので，どれだけ持っていようとも参考にしかならないです。

　ITにおいては資格を持っていないとできない仕事というのはないから。

　ただ，まったく同じ評価で持っている人と持ってない人がいたら，持って

　いる人を採るのかもしれない。

学：社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせ下さい。

企：新人社員に対しては，モラルの勉強を1～2日，対外的な機関があるの

　でそこで研修をしてもらい，一般社員教育については，当社が属するグ

　ループの研修を受けてもらいます。もうひとつは，1固々のスキルアップと

　いうことで，資格取得等々の支援を自己啓発という形でしていますが，具
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　体的なカリキュラムはありません。

学：教育機関に対する要望をお願い致します。

企：全ての人がITを使うのかというとそうではなく，ITというのはツール

　なので，早期教育にあたっては使い方だけを教えてくれれば良い、ITと

　いうツールの域を越えない程度の教育をして欲しい。企業の必要としてい

　る人材をリアルタイムに育成していくことが重要だと思う。

学：産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企：就職したいために大学に入るのと，勉強したいために大学に入るのとで

　は大きな違いがある。希望する仕事が会社に入ってできるとは限らないの

　で。企業の側が大学と連携をとってやっていくことも重要なのだと思う。

　学生も在学中から企業とコネクションを作っていくことが必要なのだと思

　う．引退した身近な創業者の人達の苦労話を聞くのも勉強になると思いま

　す。

　2．1．1．8．H社（主業務内容：web，コンサルタント）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企：そうですね。

学：求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？極端に言います

　と，コミュニケーション能力等の人間性か技術力かになると思いますが．

企：部署によって違います。外部に出る場合，コミュニケーション能力。内

　部の場合，専門知識。外部は，専門が深い方が良いけど，コミュニケー

　ションはより大きく必要です。

学：学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企：まったく問わない，中学卒でもレベルが合えば採用します。

学：現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて
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　おられますか？

企：ないよりあったほうがいい。県の仕事の場合，有資格者を書く必要があ

　るので，結果的に資格を持つ人が（採用試験を）受けに来る。ですが，た

　またま持っている人が来ただけ。ホームページ（以下，HPとする）を作り

　たい，こういうことをやってきた，と言える人のほうが良い。

学：社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせFさい。

企：専門分野の場合，HI）のデザイン部分，　HPのプログラム部分，住基

　ネット等のネットワーク関係，コンサルタント，英語について行なってい

　る。しかし，各部門の人が少ないため，勉強方法に関しては本を買い与え

　るといった情報提供はできるが自主学習ということになってしまう。

学：教育機関に対する要望をお願い致します。

企：学校でやっている内容が，企業がやっているカリキュラムと違う。C言

　3ftやCOBOLをやって成績が良くても，大企業は（社内教育制度が整って

　いるので）いいかもしれないがベンチャー系の企業は，ほとんどそういう

　人は採川できない、オーブンソースとして，Linuxが有名なのにWindows

　しか使ったことがない。プログラミングにおいても，ViSual　Basicを知ら

　ない人がいる，大学においても将来役に立つカリキュラムはあるはずだか

　ら，そういうのに早く気付くべきでしょう。

学：IT教育を始める時期として，どれくらいの時期が望ましいとお考えで

　すか？

企：必要とするなら，小学生からでも中学生からでも良い。期間として，

　チャンスは出来るだけ早く与える。自分が好きならやればいいと思う，

学：産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企：実際に体験してみないと，白分のやりたいことは分からないr想像して

　いる事と違う部分がある。私も大学はまったくの文系だったが，目指して

　いた仕‘拝の実際を見て，方向転換した。それを思えば，インターンシップ
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やアルバイトを川来るだけ早く受けるシステムがあれば良い、

　2．1．1．9．1社（主業務内容：ネットワーク関連）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　当社のお客様は亡に官公庁なのですが，ご存じのように現在，国を始め

　として，大規模なIT事業をあちこちでやられています、これからは実証

　実．験の段階に入ってきますので，その分野での高度な技術者は不足してい

　ます，また，ブログラムを作るといった，モノ作りに対しての技術は何と

　かなるのですが，それをベースに持っていて，仕様を考えるだとか，どう

　いったシステム構成にするだとかいった業．務を行なうマネージャのような

　人材が欲しいですね。全国的に見ると，IT関連業務の裾野が急激に広

　がったので，各分野の技術者の人数にばらつきがあると思います。今は

　コーディネータやASP開発者が少ないのではないでしょうか。

学　求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？極端にll一います

　と，コミュニケーション能力等の人間性か技術力かになると思いますが。

企　当社の場合，まず知識レベルで一一回フィルターにかけます。そこを通過

　した人の中から，コミュニケーション能力やその他の面を総合的に判断し

　ています、しかし，　芸に秀でていれば，その人の特性に合わせた部署に

　人っていただいています、

学　学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企　当社は大卒のみです。文系よりも理系が多いと思いますが，文系の人が

　技術職になる場合もあります。入社後，n分の希望のキャリアパスを設計

　してもらって，出来るだけ個人の希望に合わせた職場に就いてもらってい

　ます．新しいプロジェクトをi71．ち上げる際には，社内募集をかけて，やり

　たい人を集めることもあります。

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて
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　おられますか？

企　社内研修の一環として制度化して実施しています。IT系以外にも重要

　と思われる資格，例えば簿記とかですが，これらを広く浅くピックアップ

　して，それぞれにランク付けをして，取ってもらっています。持っている

　資格によって職務の範囲が違ってきます。入社試験の際は，資格のレベル

　にもよりますが，自分をアピールできるものであれば，判断基準にはして

　います。でも，なんでもかんでも持っていれば良いというわけでもなく，

　方向性は欲しいですね。逆に何もない人はチャレンジ精神がない，と見る

　と思います。

学：社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせFさい。

企　新入社員に対しては，社会人としてのマナーを1～2週間程，研修所で

　教育します。その後，1ヵ月間は1週間ずつ色々な部署の見学のような研

　修を行なって，その後約半年間，ひとつの部署に配属されて現場研修をし

　ます、その後初めて配属先が決まります。一般社員については，研修用の

　ポイントを配付されますので，会社が用意した研修項目から好きなものを

　選んでポイント内で研修を受けることになります。研修の形式も，集合研

　修や通信教育，e一ラーニングと様々です。

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　会社に入る前には最低限，利用技術は教えておいて欲しいですね。今ま

　では技術がなければ会社で覚えてもらえば良かったのですが，これからは

　やはりワープロ，表計算，プレゼンくらいは最低限できて欲しいです。始

　める時期については，難しいですが，子ども達は覚えるのが早いので，利

　用技術については，小学校からでも中学校からでも良いのではないでしょ

　うか。その後の専門的なことは，会社が何を求めるかによって違います

　が，アンケートにもあるように，学校で学んだことは実際は……

　　だとしたら，問題解決能力や行動力，やる気といった，自分で考えて行

　動する経験を積んで欲しいです。人には得手不得手がありますが，何か特
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　徴がないと。一番まずいのはマイナス思考です。

学　産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企　環境や立場によって，色々考えられると思いますが，学生さんは新しい

　技術を学べる場としてあれば良いと思いますね。そういったところで学ん

　で，すぐ実践で動けるようになれば。今働いている人にとっては，会社や

　その人に足りない知識を学べる場でしょうね。特に今はコーディネータや

　マネージャといった人材が不足していますが，企業も体力がなくなってき

　ているので，新しい人を入れることが難しいですから。あとは，地域に

　よっても教育のニーズは違います。本社がある東京のような場所と，ここ

　のような地方の支店とでは，お客様のニーズが違いますので。最近ではイ

　ンターンシップも受け人れています。IT業界は動きが速いので，今まで

　のように産業界，教育，官公庁が分かれているのではなく，お互いがオー

　バーラップして，補完しながらやっていく必要があると思います。

　2．1．1．10．J社（主業務内容：システム開発）

学　ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　実際，不足だと感じています、求人を出しても，なかなかこちらが思う

　ような人材がおみえにならない。現在増やす予定はありませんが，不足し

　ているのかなと思いますね。

学　求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？

企：やはり中途に求めるものと新卒に求めるものとは違うと思います。新卒

　は人柄・性格・やる気・向上心などを重要視します。中途は即戦力を求め

　ますから，当社がやりたいものの知識がある人を希望しますね。

学　学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企　実際に商業高校の授業を見てきましたが，ここまで高校教育は進んでい
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　るのかと思いました。高卒者でも十分だと思うくらいカリキュラムが充実

　しているのではと最近感じたところです。高卒・大卒というのを思ったよ

　り意識しなくてもいいのかなと高校を見てきて思いました，下手な大学生

　よりいいのじゃないかなっていうことですね。大卒の採用の場合，学部と

　か学科は一切問いません。先ほど言ったように，やはり人柄とかそういっ

　たものを見て決めます。

学　現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企　採用するときの目安ですね。ただし，資格があれば必ず採用されるとい

　うわけではありません。資格はその人がどの程度のレベルであるかの基

　準zあくまでも採用の目安ぐらいにしか現在は思っていません。俗に、亨わ

　れるシスアドや情報処理といったものがありますけど，シスアドを持って

　いるからといって特別何かあるわけでもないですし，今となると特別重要

　視している資格はありませんね。

学　社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせドさい。

企：総務が何かカリキュラムを組んでやるということは，IT部門に関して

　はしていません。現在SE・プログラマーはごく少数しかいませんから。

　そのために総務が企画することはなくて，IT部門の中では研修が行なわ

　れていると思います．実際OITでやっているのが現状だと思います，期

　間を設けてこういう内容で，というのはないと思います．社外の研修等が

　あれば出かけていると思うのですけど。特別社内研修というものはないで

　す，

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企　IT教育を始める時期というのはよく分かりませんが，やはり大事なの

　はお客様に商品が売れて初めて商売が成り立つわけですから，お客様との

　折衝能力が必要なので，コミュニケーション能力などそういったもののほ

　うが重要だと考えます、専門知識などは勉強すれば身に付くものですけ
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　ど，それ以上に，実際お客様のところに出向いてお話をして，一緒に作り

　上げていく向Il心とかのほうが大事じゃないのかなと思います。当社が

　作っているものはオーダーメイドなので，お客様の意見を色々聞きながら

　作りヒげていくというのが主体になっています。ゲームソフトのように，

　こちらがひとつ作って，それを・般消費者に売るという形ではないので，

　ただ作るのではなくお客様と作リヒげていくことができる人が欲しい。と

　いうことは，そういう教育もして欲しいなということでしょうね。机ヒの

　教育だけではなく，みんなと色々とやる授業が必要だということだと思い

　ます。

学　産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企　ひとつ思っているのは，ソフトビアジャパンがせっかくあるのですが，

　知っているのは大垣の人くらいじゃないですか。もう少しそういうところ

　から始めたらいいのじゃないかなと思うのですが，せっかく立派な設備が

　あるのだから，もっとそこで何かをやられたほうが……。今は第三セク

　ターの学校を作ったりとかという前に，ソフトピアジャパンの活かし方が

　あるのではないかという気がします，ソフトビアジャパンの利用者は少な

　いですよね．知名度は思ったよりない，採用活動をしていて学生さんとた

　くさん会うので良く分かるのですが，ソフトピアジャパンに事務所を設け

　てやっているのだよと言っても，知らない学生さんが多いので。もっとソ

　フトピアジャバンを有効利用できないのかって。みんな岐阜県の人がそこ

　に行って勉強するとかいうことから始めれば。せっかくいい設備があるの

　だし，学校を作るよりその方が早いという気がするのですけどね，

　2．1．1．11．K社（主業務内容：システム開発，コンサルタント）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企　全国的には不足は感じているが，当社に限っては足りている。もし技術
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　的に足りなくなれば，アウトソーシングする。ソフトピアジャパンはそう

　いう環境が整っている。

学：求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？

企：スキルは後からでも身に付けることができるので，やはりコミュニケー

　ション能力を優先します。コミュニケーションは天性の部分が多いです

　が，これが優れていれば，その人に色々な情報が入ってきますから。コ

　ミュニケーション有りきですね。

学：学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企：高卒は基本的に採りたくない。大卒であれば，その他は一切問いませ

　ん。なぜかと言うと，大学の4年間という時間はある程度自由であり，勉

　強するにしろ，遊ぶにしろその経験は社会に直結しているから。高卒と比

　べると，コミュニケーションの幅が違うと思います。

学：現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　お’られますか？

企：業務の延長で，必要に応じて取っております。主に基本情報処理，UML

　ブロンズ，XMLマスターを持っています。資格を取るためだけの勉強は

　何の役にも立たないと思っています。

学：社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせ下さい。

企：OJTでやっています。ただ，それだけですと，考え方が偏ってきます

　ので，ソフトピアジャパンの研修や，協同事業に参加させて，視野を広げ

　るようにしています。

学：教育機関に対する要望をお願い致します。

企：IT教育は早ければ早いほど良いと思います。特にリテラシーの部分は

　早いほうが良いと思います。そうすれば今よりも飛躍的に伸びるんじゃな

　いでしょうか。また，他の科目にも取り入れて，ITに触れる機会を増や

　していくと良いと思います。でも内容をよく考えないといけないですね。
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　メールを教えても，結局隣同士でやりとりをしてしまう。これでは本当の

　教育にならないですね。また，英語教育は，今は教える人が話せないこと

　が多いので，e一ラーニングに期待がかかっていますね。

学：産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企：インターンシップ等で，早めに学生と企業が触れ合う機会，時間が増え

　れば良いと思います。企業が学生を育てて，その人が帰ってきてくれれ

　ば，企業にとってもブラスになりますし。最初は大がかりなシステムとか

　ではなく，身近なところで企業と学生が接する機会が増えると良いと思い

　ます。そうした活動成果を官公庁に提案していくという形もあると思いま

　す。企業と学生との接点がなければ，形だけで終わってしまいますので。

　2．1．1．12．L社（主業務内容：システム開発）

学：ITエンジニアは不足していると感じていらっしゃいますか？

企：非常に感じています。

学：求めていらっしゃる人材とはどのようなものですか？

企：特にないです。個性に合った仕事をやってもらいますので。ただ，当然

　ですが，やる気があってまじめであることですね。スキルは入社してから

　必要に応じて付けてもらえば良いと思っています。

学：学歴，学部，学科が採用の基準にあると思うのですが，御社の場合はど

　のようにお考えですか？

企：高卒以上であれば問いません。でも，最近の高校生は全体的に精神年齢

　が低い。教育が変わったからだと思っていますが。

学：現在は資格ブームと言われますが，御社は資格をどのように位置付けて

　おられますか？

企：特に考慮しません。資格がないとできない仕事ではありませんので。

学：社内教育について可能な範囲で結構ですので，お聞かせ下さい。
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企　主にOJTです、しかし，大手企業さんと提携を結びましたので，そち

　らで研修を行なっていきます。ソフトピアジャパンならでこそ，と思って

　います、

学　教育機関に対する要望をお願い致します。

企：自らやりたいことを見つけ，提案，実行できる力を身に付けさせて欲し

　いです。これはどんな仕事にも通じることだと思いますので。言われたこ

　とをやるだけでは……。企業サイドからL，1一わせてもらうと，もっと早くか

　ら企業と接する機会を設けてあげて欲しいです。就職活動を始めてから企

　業調査をするのでは遅い。特に高校の場合，先生が流れ作業的に進路を決

　めている。ちょっと楽をしすぎではないか。

学：産官学連携による新しい教育システムの可能性についてご意見をお聞か

　せ下さい。

企：地元企業をたくさん知ってもらうために，企業と学生が長期間触れ合え

　る環境が欲しいですね．インターンシップが行なわれるようになりました

　が，期間が短すぎると思います。

　2．1．2．ヒアリング結果分析

　2．1．2．1．ITエンジニアの充足度

　一様に不足感が高い結果となった。特にコーディネートやマネジメントが

できる，高度なスキルを持った人材の不足感が強い，：このことについては，

第・に，IT産業の構造が大きく変化してからの歴史が浅いこと，それに加

え急速に進化したために，人材育成が追いついていないためであると考えら

れる。第1に，現状では数少ない高度なスキルを持った人材は東京や大阪，

名占屋といった大都市部に集まってしまっていることが挙げられる。その一

方で，白社でまかなえない場合はソフトビアジャパンの他社にアウトソーシ

ングするため，今は不足していない，という意見もあった。これは，ソフト

ビァジャパンがIT産業クラスタとして機能していることを示している、
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　21．22．求める人材像

　新卒採川の場合は知識よりも人間性を屯視している企業が大多数であっ

た。求める要素としては，コミュニケーション能力，やる気，まじめさ，

リーダーシップ：，責任感，向上心，好奇心等である。ITについての知識に

ついては後からでも身に付けることができるため，基礎さえできていれば良

いということであった。しかし，この“基礎”というのは，学生が思うもの

よりはレベルが高いことに注意しなければならない。また，学校で習うこと

以ヒのことをやってきて欲しいという技術指向の意見もあり，今後，教育機

関はITSS等を参考にしながら，明確な教育方針を打ち立てる必要があろう。

また，訪問した企業の多くは中途採用を積極的に募集しているが，やはり，

求めているスキルは高い。「1。4．国の動向（その他）」で述べたように，現

在のITについての職業訓練の内容では，中途採用者に求められるスキルを

身に付けることは困難なため，内容や講習期間を再検討する必要があること

が分かる、

　2．1．2．3．求める学歴

　高卒採用に関しては意見が’卜分に分かれた。採用している企業の場合，大

卒に比べて賃金が安い，ブルーカラー業務がある，といった一般的な理由の

他に，ITは入社してからでも身に付けることが可能，大卒との差がない生

徒もいる，といった理由も聞かれた。大卒のみを採用している企業の理由と

しては，高卒との知識量の違いも挙げられたが，それよりも，大学生活の4

年間という時間分の経験の差が大きいという意見が多く聞かれた。しかし，

最近は大卒と高卒の差を感じなくなってきており，今後は高卒者を採用の対

象とする可能性もある，という意見も聞かれた。大学生の学力低下が盛んに

言われるが，学生はこのことを自分自身のこととして，肝に銘じておかなけ

ればならない。

　学部，学科については，基本的には情報系学科を優先とするものの，求人
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の際は不問とする企業が大半を占めた。「2．1．2．2．求める人材像」で述べた

ように，必要なITスキルは入社後の教育で習得させており，知識よりも人

物重視の傾向が強いためであるが，条件が同じであれば，スキノレや知識が高

いほうを採用している。このことから，大学での教育内容（ヵリキュラム）が

企業の人材ニーズに適合していないということが分かる。

　2．1．2．4．資格について

　大きく分けると，資格そのものに価値を見るか，価値はあまり感じないが

自己啓発につなげる，という意見に二極化できる。前者の場合の理由とし

て，有資格者が必要な業務がある，顧客の信頼が（少しは）上がる，従業員

のレベルを客観的に判断できるといったものが挙げられる。こうした企業の

多くは給与面に反映させる等の処遇をしている。後者の場合の理由は，IT

業界は資格がないと従事できない業種ではなく，資格が実務に必ずしも直結

していないためである。しかし，価値は感じないが，資格を取るという行為

が自己啓発につながるため支援しているという企業が大勢を占める。このこ

とより，資格を取ったからといって就職に有利になるとは限らないが，向上

心をアビールすることはできるということが言える。

　2．1．2．5．社内教育

　企業規模や業務内容により若干違ってはいるが，大半がOJTによる。そ

の他には，資格取得支援やソフトピアジャパン内で行なわれる研修，提携先

企業やグループ企業での研修であった。研修期間は，ほとんどの企業がマ

ナー研修等の社会人としての基本的な内容のものを2週間程行なっている

が，その後はOJTに移行している。また，入社前の内定者に対して宿題や

事前研修を課し，入社後の研修期間を出来るだけ短くする試みをしている企

業もあった。
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　2．1．2，6．教育機関に対する要望について

　小中学校までの初等教育機関については，使い方を教えることよりも，IT

の便利な点，危険な点といったところを重点的に教えておいて欲しいという

意見が多かった、その中で，興味がある子や才能がある子がいれば，チャン

スを与えられる環境が必要であるということである。しかし，現在は全体的

に教員のレベルが追いついていないという意見が多く聞かれた。IT教育担

当者は，外部のインストラクターを登用したほうが良いという意見もあった

ように，専門家を配置しないと十分なIT教育は望めないと思われる。

　高校や，大学等の高等教育機関については，厳しい意見が多かった。最も

多かった意見は，占い技術を中心に教えており，現在主流となっている技術

はほとんど教えていないため，学校の成績はあてにできない，というもので

あった。また，学校で行なわれている授業内容は基礎中の基礎であるため，

授業以外で，自分のやりたいことについて何かやっておいて欲しいという意

見もあった．

　教育機関全体の問題点としては，現在は座学中心であるため知識を蓄積す

るには良いが，それを応用する教育ができていないため，発想力や問題解決

能力を習得する機会がないことであった。先述のように企業が求める人材像

は，コミュニケーション能力を重視していることからも，仲間と協力して，

知識を出し合いながら問題を解いていくグルーブディスカッション形式の授

業を多く取り入れていく必要がありそうである。その時にITをツールとし

て使っていくことが理想ではないだろうか。

　また，教育と産業が乖離していることが問題視された。学校に在籍してい

る問，企業との接点はほとんどなく，あっても社会見学で少し離れた地域に

ある工場を見学に行くといった程度である。これでは，将来の夢を持つこと

は難しく，学習する目標も希薄になる。大学生の人社希望順位が発表される

と，人気ドラマの影響を強く受けた結果になってしまうのもこのためであ

る、やはり，早い段階から様々な職業を知る機会を設けることは重要であろ
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う。特に地元企業との接触の機会を増やすことは，スイートバレー形成を成

すには必要不可欠ではないだろうか。

　2．1．2．7．産官学連携による新しい教育システムについて

　「2．1．2．6．教育機関に対する要望について」で出された様々な要望を補う

形で産業界が関わっていければ良いという意見で統・された。ソフトピァ

ジャパン等の施設を活用し，先端技術を教える講習会の随時開催や，地元IT

企業への長期インターンシップを行ない，その結果は在籍している学校の単

位として認めていくという形式に要約できる。この形に近い形式は，すでに

一部の高校の生徒を対照に行なわれているが，現段階では学内で行なう授業

を場所を替えてやっているというレベルに止まっているように思える。政府

は日本版デュアルシステムの導人を検討しているが，地域特性に合わせたシ

ステムの構築が必要であろう。

　なお，2003年度に行なわれたソフトビアジャパン文化祭「ソフこい祭り」

では，「デジタル探検隊」というイベントが行なわれた。これは，地元の小

中高生がソフトピアジャパン内の企業を訪問し，プレゼンテーション資料を

作成するものであった。このような行事はシステム化することにより，地元

企業と早期に接することができ，地元人材の循環の形成につながる可能性が

あると思われる。

21．3．若手社員の方へのアンケート結果

（若手社員のノ∫へのアンケート内容は添付資料2を参照。）

　2．1．3．1．調査対象者の属性

　中間管理職ではなく，実務に従事しているであろう35歳以下のITエン

ジニアを対象に行なった。これは，10年前後以内にIT業界へ就職し，第・

線で活躍しているエンジニアの生の声を聞くためである。
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　　　　IT企業か求める人材ニーズとそれに応える教育プログラムの検証（1）（森／竹内）

　最終学歴による内訳を見ると，高卒者が169，b，専門学校卒者が18°／b，4

年制大卒者が48〔↓｛〕，大学院卒者が189”oで，高専卒者，短期大学卒者はゼロ

であった。大学以上の高学歴者が66°6と4分の3近くを占める（グラフ1参

照），なお性別については，男女雇用機会均等法の観点から調査していない、

大学院

学

跳

大
4

高校 n＝50

専門学校
　1so。

N＿短期大学
　　　00。

グラフ1：調査対象者の最終学歴

　2．1．3．2．進路決定の時期

　ITエンジニアという職業に就くことに決めた時期について最終学歴別に

グラフ2に示す、横軸が進路を決めた時期，縦軸が最終学歴ごとに占める割

合である，

　まず学歴計の値の変化を見ると，「人ろうとは思っていなかった」という

意見が36％と最も多く，その他は，学歴順に低くなっている，就職活動の

結果，今の職にいるということが言える。逆に，小中学生時という早期に進

路を決めていた人は，それぞれ2人（4c］・）と3人（6％）であり，非常に少な

かった一

　最終学歴ごとに見ていくと，高卒者及び専門学校卒者の場合，最終学歴時

またはその前の学歴時に進路を決めており，就職活動時に「人ろうとは思っ

ていなかった」人の割合は少ない。これは，どちらも専門性の強い学校に進
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んでいるため，当然の結果とも言える。

　大卒者の場合，最終学歴時に進路を決定した人と，「入ろうとは思ってい

なかった」人の割合が同率（10人，41．7°・6）でトップであった。このことか

ら，大学生時は進路を決めている人とそうでない人に二分化していることが

分かる。また，唯一小学生時に進路を決めていた人がいる（2人）属性でも

ある。

　最後に大学院卒者の場合であるが，「入ろうとは思っていなかった」人が

トップであり，過半数を超えた。次いで高校生時で3分の1であった。しか

し，大学生時及び大学院生時に進路を決めた人は約loo／o，人数で言うと1人

であった。このことから，早くからIT業界を目指し，高い専門知識を習得

するために大学院に進んだ人と，大学時に就職先を決められず，大学院に進

んだ人に分かれると考えられる。

　以上のことから，企業は大卒以上の高学歴者を望んでいるが，求職者側は

進路を明確化する時期が遅いため，入社時にスキルの需要と供給にズレが生

じていると考えられる。今後教育機関は，進路決定時期が早まるような指導
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　　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育ブログラムの検証（D（森／竹内）

を行なっていく必要があろう。

　2，1．3．3．進路決定のきっかけ（動機）

　ITエンジニアという職業に就くことにした（なった）きっかけ（動機）に

ついて最終学歴別にグラフ3に示す。横軸が最終学歴，縦軸が最終学歴ごと

のきっかけ（動機）の割合である。
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　グラフ3：最終学歴別の進路決定の動機
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　学歴計ではトップがrlTが好きだった」（28・川，次いで「学校で専攻し

た」（24°・），以下「その他」（22・・），「成長分野だった」（16°・），「相談した人

から勧められた」（12・・）となった。予想以上に能動的な動機が多かったが，

「ITが好きだった」からITエンジニアになった人は3割を切っている。な

お，「その他」の具体的意見（内訳）については以下，最終学歴ごとに示す。

　高卒者の動機のトップはrlTが好きだった」（37．5°・），次いで同率で「学

校で専攻した」「成長分野だった」（25・・），最下位が「相談した人から勧めら

れた」（玉25％）となり，「その他」はいなかった。高卒者の母数が8人と少な
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いため，人数的な差はほとんどない。

　専門学校卒者の場合，「学校で専攻した」が55．6％と過半数を超え，その

他の回答は少数派となる。専門学校の教育が職業との関連が強いことを示し

ている。専門学校に進学する場合，その旨の進路指導は徹底して行なう必要

があろう．なお「その他」はいなかった。

　大卒者の場合，「その他」が33．3％でトップであった。人数では8人であ

り，その内訳は「入社後配属された」（3人），「新しいサービスを企両して作

りたかった」「物を作るfl：事がしたかった」「目指すキャリアに必要なスキル

を身に付けることが日∫能」格1ノ、）であり（2人か無記入），能動的な理由と

受動的な理由に二分された、次いで，ほぼ同率で「ITが好きだった」「学校

で専攻した」となり，「成長分野だった」「相談した人から勧められた」と続

く。また，高卒者と比べると，経済状況や相談者の意見からの影響が少な

く，より具体的な理由が多いことが分かった．

　大学院卒者の場合，トップが「ITが好きだった」（4掘・b），次いで「その

他」（33ヨ・。）となり，この2つで4分の3を占めた。「その他」の内訳は「人

社後配属された」「大学でコンピュータをよく利用した」r自分川の1）Cを買

い与えてもらった」が各1人であり，「自分用のPCを買い与えてもらった」

と回答した人は「ITが好きだった」とも答えており，親からきっかけを受

けたことになる．また，「学校で専攻した」という理山はゼロであった。母

数が9人と少ないため断，亨はできないが，前項の「進路決定の時期」の結果

と総合して考えると，やはり，大学院へ進んだ理由が，大卒者よりも明確で

あると言えるだろう。

　昨今，大学院への進学率は年々高くなってきているが，その理由が問題と

なりつつある、大学院へ進んでより高度な知識を得ることは，個人にとって

有益なことは当然であるが，社会に出た時にそれが活かせるのかが重要では

ないかと考えられる4）。
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　　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育フログラムの検証（1）（森／竹内）

　2．1．3．4．最も重要と思われている要素

　ITエンジニアという職業にとって最も重要と思われている要素について

最終学歴別にグラフ4に示す。横軸が要素，縦軸が最終学歴ごとに占める割

合である．
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　　　　グラフ4：最終学歴別の最も重要と思われている要素

回
答
無

　学歴計ではr向上心」が34°／oでトップとなった。これは，全学歴全てで

トップ項目となった。次いで「好奇心」「問題解決能力」が同率で18％と

なった。以ド「その他」rITの深い知識」「発想力」「協調性」の順となる．

「ITの深い知識」よりも，やる気を重視するという人事担当者の方のヒアリ

ング結果を裏付ける結果となった，なお，「その他」の具体的意見（内訳）に

ついては以ド，最終学歴ごとに示す。

　高卒者の場合，「向上心」（375・・）に次ぐのは，同率（250b）で「ITの深い

知識」r問題解決能力1となり，その他の回答はゼロないし無視できるもの

であった。他の学歴卒者には回答者がいる「好奇心」や「発想力」を選択し
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た人がいないことは，人事担当者の意見にあった，“経験の差”につながっ

ていると考えられる。

　専門学校卒者の場合，「向上心」以下は「好奇心」「協調性」「発想力」「問

題解決能力」に分かれた。特徴的な点はrITの深い知識」を選択した人が

いなかったことである。また，「その他」の意見はなかった。

　大卒者の場合，「向上心」と同率で「その他」がトップであった。以ド

「好奇心」「問題解決能力」と続き，rITの深い知識」「発想力」が同率で最

少であった。また，「その他」の具体的な内容は「コミュニケーション能力」

「ビジネス，　一般知識」（各2人），「負けず嫌いであること」（1人）であった。

職務内容がプログラミング等のデスクワークではなく，グループリーダーや

渉外等多くの人と接するものであると予想されるため，このように意見が分

かれたと考えられる。

　大学院卒者の場合，「向上心」の次は，同率で「好奇心」「問題解決能力」

となり，以下rlTの深い知識」「発想力」「その他」と続く。「その他」の具

体的な内容は「（残業が多いため）体力」ということであった。

　目まぐるしく進歩，変化していくIT業界で仕事をしていくのに必要なの

は，常に新しい情報を把握していく姿勢である，と言える。

　2．1．3．5．役に立っていると思う教育期間

　現在役に立っていると思う知識を得たのは，義務教育期間，最終学歴期間

の内いつかを聞いた。その結果をグラフ5に示す。横軸が最終学歴，縦軸が

最終学歴ごとの役に立っていると思われている教育期間の割合である。

　全体では「教育機関で学んだことはあまり役に立っていない」が36％で

トップとなり，僅差で「最終学歴期間中に学んだこと」が340／oで続いた。

次の「義務教育と最終学歴期間中に学んだこと」は180／o，最後は「義務教

育期間中に学んだこと」で8％であった。

　高卒者を見ると，「教育機関で学んだことはあまり役に、Zっていない」と
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IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育プログラムの検証（1）（森／竹内）
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　　　　　　　グラフ5：最終学歴別の役に立っていると思う教育期間

思っている人と「最終学歴期間中に学んだこと」と思っている人に二分され

た。

　専門学校卒者の場合，「最終学歴期間中に学んだこと」が44．40／oでトップ

となり，「義務教育期間中に学んだこと」「教育機関で学んだことはあまり役

に立っていない」が同率（22．2％）で続いた。

　大卒者の場合，「教育機関で学んだことはあまり役に立っていない」が

41．70／oでトップとなり，半数近い人がこれを選択している。次いで「義務教

育と最終学歴期間中に学んだこと」となったが，「最終学歴期間中に学んだ

こと」の回答者数を上回った唯一の学歴であった，

　大学院卒者は，「最終学歴期間中に学んだこと」が55．60／oと過半数でトッ

プとなり，高卒者同様「義務教育期間中に学んだこと」を選択した人はいな

かった。

　結果，全体の「教育機関で学んだことはあまり役に立っていない」の割合
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を高めたのは高卒者と大卒者であった。就職率悪化が問題となっている高卒

者や，今回の調査対象者の半数近くを占める大卒者からこのような結果が出

たことについて，各教育機関は重く受けIEめる必要があるのではないだろう

か，「義．務教育期間中に学んだこと」の割合が少ないのもそれと同様で，な

ぜ義務教育が必要なのか，なぜ義務教育期間中にこれだけのことを習得しな

いといけないのか，という理由が不鮮明なための結果と思われる、逆に専門

学校卒者と大学院卒者は，最終学歴時にかなり的を絞った学習をしていると

思われ，このような結果になったと考える。

　2．1．3．6．就職までに身に付けておきたかったこと（複数回答可項目）

　就職するまでに身に付けておけばよかったと思うスキルについて最終学歴

別にグラフ6に示すz横軸がスキル，縦軸が最終学歴ごとに占める割合であ

る。

　全体のトップは「英語」で58％となり唯一過半数を超えた．続いて「コ

ミュニケーション能力」（44・］・），「プレゼン能力」（38・・），「専門知識」（36％），
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グラフ6：最終学歴別の就職までに身に付けておきたかったスキル
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　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育フログラムの検証（1）（森／竹内）

「一般常識」G三f）・）となった。「英語」が突出して高い割合となったのは，専

門用語がほとんど英語というIT業界ならではと思われる，また，「専門知

識」よりも「コミュニケーション能力」「プレゼン能力」のほうがヒ位に

なったことは，人事担当者の意見にも多かったように，要求されるスキルで

あることが分かる。

　高卒者の結果は特徴的となった。他の学歴卒者に比べ「専門知識」が突出

して高く（62．5・・），「英語」がかなり低くなった（37．5％）。「専門知識」が高

くなったのは，やはり高校で得られる知識の量や質が実務レベルに適応して

いないと考えられ，「英語」や「一一般常識」「コミュニケーション能力」「プ

レゼン能力」の割合が低いのは，担当している職務の特性の表れと考えられ

る。

　専門学校卒者の場合，「…般常識」と「英語」が55．6％で同率のトップと

なった。以下「コミュニケーション能力」（甘4％），「専門知識」「プレゼン

能力」（以ヒ33．3％）と続く。特徴的なのは「一般常識」の割合が他の学歴卒

者に比べ高いことである。

　大卒者の場合，「コミュニケーション能力」「英語」が62．5％で同率トッ

プとなり，「プレゼン能力」が50％で続いた。「専門知識」「一般常識」はほ

ぼ平均値と同じになった。「その他」の意見では「努力する習慣や集中力」

「様々な角度から物事を見られる知識」があった。rコミュニケーション能

力」「英語」「プレゼン能力」が半数以上になったのは，大卒者が担当する業

務はSE等の渉外的なものが多いが，大学ではそのようなスキルを身に付け

る機会がないと考えられる。

　大学院卒者は「英語」が66．70／oで突出しており，その他のスキルは少数

意見となった。「その他」の意見では「問題分析能力」という同答があっt：　’：

また，「英語でも特に英会話」という具体的な意見もあった。

　以上のことから，各学歴卒者が不足していると思うスキルにはそれぞれ特

徴があることが分かった。
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　2．1．3．7．就職までに主にITを学んだ方法

　就職するまでに主にITを学んだ方法について最終学歴別にグラフ7に示

す。横軸が方法，縦軸が最終学歴ごとに占める割合である。

％合割

座講義講業授

o
O
O
O
o
o
O
o
O
O

o
t
　
e
o
7
6
5
4
3
2
1

　

法

学

方

独 特に勉強しなかった 回答無

グラフ7：主にITを学んだ方法

　全体では「独学」が380／oでトップとなり，僅かの差で次点が「授業，講義，

講座」で36°／・となった．また「特に勉強しなかった」という回答も28°／・あっ

た。

　学歴別で見ると，高卒者と専門学校卒者は「授業，講義，講座」の割合が

6～8割，「独学」が2～4割を占め，ほぼ同様の傾向を示している。両者と

もほとんどが何らかの方法で勉強をしていたことになるが，「2．1．3．5．役に

立っていると思う教育期間」で述べたように高卒者の多くは専門学校卒者よ

りも学んだことが役に立っていないと感じており，教育内容の明暗を分けた

結果となった。

　大卒者と大学院卒者の場合，「授業，講義，講座」の割合は1～2割と低

く，「特に勉強しなかった」割合が大卒で33．30／o，大学院卒で55．6％と高

く，高卒者や専門学校卒者と対照的な結果となった。なお，「独学」の割合

は均衡している。しかしこの両者も，「2．1．3．5．役に立っていると思う教育

期間」の結果では，大卒者の多くは大学院卒者よりも学んだことが役に立っ

　154　　　　　　　　　　　　　　　－50一



　　　　IT企業が求める人材ニーズとそれに応える教育プログラムの検証（1）（森／竹内）

ていないと感じており，教育内容の明暗が分かれている。

　高校，専門学校卒者の場合，やはり専門的な学科の卒業者が多いと言える

が，大学，大学院卒者はITを専攻した人は予想以．ヒに少数派であった。採

用の際は知識量よりも人物重視である，という人事担当者の意見が多く，大

卒以上の学歴者についてはそれを証明した結果と言える。

　2．1．3．8．有効と思う資格

　取得して良かった，またはこれから取得したいと思う資格について自由記

入で回答を得た。全体の結果としては表2のようになった。なお，無回答者

は13人であった。

　最も多かったのは，国家資格である情報処理技術者試験全般であった。特

に上位資格に対して有効であるという意見が多かった。その他の資格につい

てはほぼ同数の人が有効と答えているが，回答者数が3～4人の資格を見る

と，システムアドミニストレータのよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2：有効と思う資格
な基本的な資格よりも，ベンダー系の実　　　（複数回答があったもののみ）

践的な資格が多い。表2には複数回答が　　　　資　格　名　　1合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理技術者等全般　　　　　　10あった資格のみを挙げたが，その他の資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ITコーディネータ　　　　　　　4
格としては，IBM，マイクロソフト，　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NW（テクニカルエンジニア）　　4
サンマイクロシステムズ，NTTコミュ　　ォラクルマスタ＿　　　　　」

ニケーションズが実施するベンダー系の　　cCNA（シスコ）　　　　　　3

試験が挙げられた。また，IT関連以外　cCNP（シスコ）　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MCP（マイクロソフト）　　　　3の資格では，カラーコーディネータや中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シスアド　　　　　　　　　　3
小企業診断士，英語関連のものが挙げら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セキュアド　　　　　　　　　　3
れた・　　　　　　　　　　　　　MCS　F．（マイク。ソフト）　　2

　学歴別で見ると，高卒者の回答にはべ　　基本情9t　　　　　　　　　2

ンダー系の資格はひとつもなく，専門学　　システム監査椥緒　　　　　2

校卒者になると若干ベンダー系資格（オ　　ソフトウエア開発　　　　　2
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ラクルマスター）の名前が挙げられた。大卒や大学院卒者からはかなりの種類

のベンダー系資格の名前が挙げられた。

　人事担当者のヒアリング結果から，会社における資格の価値観はまちまち

であることが分かったが，エンジニアの多くは資格を有効と感じており，

取って良かった，または今後取っていきたいと思っていることが分かった。

　2．1．3．9．学んできたことと，実際の業務とで感じたギャップ

　有効同答者のほぼ全員が程度の差はあれ，ギャップを感じたと答えた。し

かも，ギャップとは，学校で学んだことと，会社での業務との“差”ではな

く，まったく別物であったという意見が多く見られた。それは，「2．1．3．5，役

に立っていると思う教育期間」の結果とリンクしていた。また，ギャップは

感じなかったと答えたのは3人だったが，ギャップは予想の範囲内であり，

必要に応じて対応していくからということであり，ギャップがなかったわけ

ではない。

　このことから，各教育機関，特に高校以上の教育機関は，就職した卒業生

からの意見を聞き，それをフィードバックして教育内容の改善を図る必要が

あると考える。

　2．1．3．10．学生へのアドバイス

　エンジニアへの最後の設問として，学生へのアドバイスを聞いた。それら

をまとめると，「学生の内に色々な経験をして，広い知識を身に付けて欲し

い」「色々な人と交流を持ち，自分の意見や考えを相手に伝えられる，コ

ミュニケーション能力を身に付けて欲しい」「IT業界は常に変化しているの

で，常に情報収集する等，学習する癖を付けて欲しい」ということになる。

以前はよく，学生の内に遊んでおいたほうが良いという声を耳にしたが，そ

ういった意見は1人に止まった。身に付けた知識が問われるようになってき

ていると言える。
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2．2．教育機関調査

　2．2日，小中学校（義務教育機関）

　小中学校で実施される教育は，文部科学省が制定する学習指導要領に則っ

ている、この学習指導要領は，教育内容を時代の変化に合わせるために10

年に・度改’Illされるが，現在のそれはSF・成10年12月に告示され，’f4成14

年月芝力’ら方包そ∫された。

　現行の指導要領は，従来の偏差f直偏重，詰め込み型学習を是IEするため

に，時間と内容を削減し子ども達にゆとりを持たせる「ゆとり教育」として

知られることになった．特徴として「総合的な学習の時間」と総称される，

学校や担当教員が学習内容を独自に決めて学習を進める時間の設置である、

しかし，あまりにも従来科目の時間と内容の削減幅が大きく，学力低ドを懸

念する意見が多数出たため，平成15年12月にその一部が改正された，

　また，IT革命が起き，　IT利川の必要性が確定した時期に作成された指導

要領であるため，IT教育についても明記され，学習指導要領は総合的な学

習の時間でそれが行なわれることに期待している．

　2．2．2．高等学校

　現行の高等学校の学習指導要領は杓戎11年3月に告示され，’r成14年5

月，’r成15年4月，同年12Hに改［Eが行われた．定期改正における方針や，

その後の臨時改正のポイントは，小中学校のそれと同様であるが，総合的な

学習の時間は小中学校から1年遅れのvr．成15年度からの実施となったz

　しかし，その他の大きな動きとして「中高一貫教育校」制度の新設があ

る，これは，従来，6年，3年，3年という期間で小中高校を区切っていた

ものを，6年，6年という大きな期間で区切り，中高生の期間も系統的な教

育を実施し，地域特性に合った人材育成や生徒の個性をより引き出すことを
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狙ったものである。岐阜県においても，公立校では平成16年度以降，順次

開設される予定である。なお，今回の資料調査の限りにおいては，岐阜県内

に，ITに特化した中高一貫教育校の設置予定はなかった。

　但し，来年度から，岐阜県立大垣商業高等学校（以下，大商とする）に岐阜

県内で初めての「情報科」が新設されることになり，調査訪問することがで

きた。

　大商ではこれまでもIT教育には注力しており，最近ではソフトピアジャ

パンで行なわれたJava研修に参加した生徒には単位認定する等，地域特性

を有効に利用した制度を設けている。また，IT関連企業に対しインターン

シップを実施している。

　新設される情報科は更に「システム・マルチメディア類型」と「ビジネス

情報類型」に分けられ，前者はソフトウェア開発者やシステム設計者，後者

はエンドユーザコンピューティングスペシャリストの育成を目標としてい

る。また，今回の企業調査の結果，要望の高かった英語の比重を増やしてお

り，人材ニーズに適したカリキュラムになりそうである。

　2．2．3．小中高校における問題

　今回の調査で分かったことは，小中高校における教育方針の基本的な部分

は，文部科学省が制定した学習指導要領に則り，県や各市町村の教育委員会

が管理，運営しており，県政によって特色を出す部分が限られているという

ことである。

　共同通信社が全国の知事に対して最近行なった，教育委員会制度について

のアンケート結果でも，改廃を求める割合が47％と，現状維持派の380／oを

上回った。岐阜県の場合，制度は維持するが手直しが必要という意見であっ

た、
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　2．24．大　学

　大学及び大学院は，平成16年度からの国立大学の独立法人化の実施や，

少子化による学生数の減少，学生の学力低下，産業界からの実践的な講義内

容の要求等，速やかに対応，解決しなければならない問題が山積している、

今回の調査研究は，ITエンジニア育成プログラムの検証であるので，大学

の講義内容の改革がどのようになされているのか調査した，

　大きな動きがあったのは2001年である。それまでにITは急速に発展，

普及したため，カリキュラムの整備が間に合わなかった。そこで，アメリカ

のIEEEとACM両学会が共同で教育モデル・カリキュラム「CC2001」を作

成し，2001年に発表した。これは「CS（コンピュータ・サイェンス）」rCE（コン

ピュータ・エンジニアリング）」「SE（ソフトウェア・エンジニアリング）」「IS（インフォ

メーション・システムズ）」の4分野から構成されており，この内ITエンジニァ

育成に関するのはSEとISである。それぞれに習得しなければならない知識

体系が細かく決められており，それを「BOK（Body　Of　Knowledge）」という。

また，SEのBOKの基になっているのが「SWEBOK（So丘ware　EIlgineerillg　Body

Of　Kllowledge）」である。

　一一方，日本でも同様の動きがあった。それは，2001年に情報処理学会に

よるrlSJ2001」の発表である．そしてこの中にrISBOK（hFormati・11　Systems

Body　Of　Knowledge）」が含まれている。　SWEBOKがソフトウェア・エンジニア

のスキル要項を定義しているのに対し，ISBOKでは，ユーザー企業の情報

システム（IS）担当者のスキル要項を定義している。　ISBOKは，情報系学部

生のカリキュラムを細かく決めているため，これを取り入れる大学が出始め

ており，経済産業省が策定したITSSを参考にしながら，このような基準を

取り入れたカリキュラムを実施する大学が増えていくと見られる。

　しかし，以hのような基準はあくまで知識の基準であり，実際の業務上で

起こる様々な問題や，知識の組合せ方は経験しないと身に付くものではな

い。そこで，IT企業からエンジニアを講師として招き，演習として企業が
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行なうプロジェクトの疑似体験を学生にさせる等，産学提携による講義を設

ける，北海道大学大学院や静岡大学等の大学院や大学が出てきた，企業が行

なうようなプロジェクトを体験することから，通常の学生とは比較にならな

いほどの講義のボリュームがあり，休みもなくなる状態になるということで

ある，

　2．2．5，大学におけるその他の問題

　大学進学率は年々上昇し，実業系の高校からの大学進学率も高まってい

る．今同調査した大垣商業においても大学進学率は50％を超えていた。

　その結果，大学においては，様々な学科を卒業した学生が混在するように

なり，当然ながら人学時の学生の学習経験・知識に違いが生じるようになっ

ている．しかし，今日の大学教育におけるカリキュラム体系は，とくに情報

系の科Rにおいては高校までの既習状況にかかわらず，皆同一条件で基礎か

ら勉強するようになっている，岐阜経済大学の場合「情報リテラシー」とい

う，PC人門的な科目は全学部学科共通で必修科目に指定されているが，商

業・1：業高校のようなIT系の授業が多い高校川身の学生は，その単位認定

レベルにはすでに達していると考えられる。「簿記」についても商業高校出

身者の多くはかなりのレベルの知識をすでに習得して大学に入ってきてい

る、学生にとっては習得済みレベルの授業が存在するのは，平易ないし安易

な学習になり，メリットがあると言うこともできるが，デメリットも大きい

だろう．入学時に単位認定してしまうなどの対策を施すと同時に，その分の

時間的余裕でさらにハイレベルの学習ができるように誘導すべきだろう。

　　〔注l

　D　この研究は，岐阜県の2003年度「若者の政策提案促進事業」の受託を受けて行

　　なったものてある一

2）教育に関する政策については「2．ユ．教育機関調査」で詳述する

3）　ITスキル標準については「L2，　ITスキル標準（ITSS）」で詳述する＝
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4）教育機関で学んだことが社会に出て役に立っているかについての意識調査結果は

　「2．1．3．5．役に立っていると思う教育期間」で詳述する，
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